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１．組織の概要

１. 事業者名 株式会社　日豊建設

代表者氏名 代表取締役　武石　伸二

２. 所在地 〒811-1123　　福岡県福岡市早良区内野1丁目25番5号

３. 環境管理責任者 工事部長代理 堀川　和範

担当責任者 総務部長代理 江頭　寿夫

連絡先 TEL　０９２－８７２－４６１１

FAX　０９２－８０３－１４１１

Ｅメールアドレス　egashira@nippo-k.com

４. 事業の内容 土木工事業､とび･土工工事業､石工事業､鋼構造物工事業

舗装工事業､しゅんせつ工事業､塗装工事業、水道施設工事業

解体工事業

５. 事業年度 10月～翌年9月

事業の規模 単位 令和1年度 令和2年度 令和3年度

売上高 百万円 2,397 1,653 1,200

従業員数 人 44 40 38

事務所床面積 ㎡ 895.2 895.2 895.2

倉庫床面積 ㎡ 41 41 41

６. 取得資格名及び有資格者数

・１級土木施工管理技士　： 11名

・２級土木施工管理技士　：  4名
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２．認証登録範囲

【EA21実施体制】

代表者

（代表取締役）

武石　伸二

環境管理責任者  【EA２１委員会】

堀川　和範

安全・営業部(2名) 工事部(4名)

工事現場(26名)

【役割分担表】

　・ＥＡ２１全体について責任と権限を持つ

　・経営における課題とチャンスを明確にする

　・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する

　・環境への取組を実施する為の資源（人・物・金）を準備する

　・取組状況に関し、評価・見直しをする

　・環境経営システムを構築し、実行・維持する

　・取組結果を代表者へ報告する

　・ＥＡ２１文書の作成・維持・管理を行う

　・環境関連法規を整理し、取りまとめる

　・電力・節水の管理を行う

　・環境管理責任者の補佐を行う

　・産業廃棄物の削減・分別・リサイクルの管理を行う

　・重機及び車両の燃料抑制の管理を行う

　・環境活動の状況報告（4半期毎）

　・環境活動計画の見直し・検討を行う

・対象範囲　全組織
・事業活動　土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、
　　　　　　　　しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業、解体工事業

総務部(4名)

氏　　名

ＥＡ２１委員会 上記メンバー

総 務 部
（ 事 務 局 ）

横 江 純 一
江 頭 寿 夫

安 全 ・ 営 業 部
工 事 部

田 中 幸 夫
四 宮 清

役割　・　責任　・　権限

武 石 伸 二代 表 者

環境管理責任者 堀 川 和 範

所　　属

認証登録範囲
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３．環境経営方針

　当社は土木建設業を主な事業とし、事業活動を通じて地球に与え
る環境負荷を認識し、環境経営システムによる継続的な環境負荷の
低減に努め、限りある資源と地球環境の保全を推進し、環境経営の
継続的な改善を実施します。

１.

ａ．省エネ・省資源活動の推進

ｂ．廃棄物の削減とリサイクルの促進

ｃ．水資源の使用量削減

ｄ．地域貢献活動

ｅ．グリーン製品の使用を促進

ｆ．化学物質の適正管理

ｇ．環境に配慮した現場施工

２. 事業活動に関わる環境関連法規制等を遵守する。

３. 環境経営レポートを公表し、地域社会とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る

４.

環　境　経　営　方　針

株式会社　日豊建設 

代表取締役　武石　伸二

環境経営システムを構築し、次の事項を重点的なテーマとして取り
組みます。

この環境方針を全社員に周知し、環境負荷の低減に対する意識向上
に努める。

改定日：令和　２年　４月　１日　　　
制定日：平成２１年　８月　１日　　　
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４．環境経営目標

【事務所及び現場】

R２年度
(基準年)

R３年度 R４年度 R５年度

(R2年10月
～R3年9月)

(R3年10月
～R4年9月)

(R4年10月
～R5年9月)

(R5年10月
～R6年9月)

㎏-CO2 20,646
20,543以下
（△0.5％）

20,440以下
（△1.0％）

20,336以下
（△1.5％）

ｋWｈ 24,102
23,981以下
（△0.5％）

23,861以下
（△1.0％）

23,740以下
（△1.5％）

ℓ 2,170
2,159以下
（△0.5％）

2,148以下
（△1.0％）

2,137以下
（△1.5％）

ℓ 895
891以下

（△0.5％）
886以下

（△1.0％）
882以下

（△1.5％）

㎏-CO2 217,172
216,086以下

（△0.5％）
215,000以下
（△1.0％）

213,914以下
（△1.5％）

㎏-CO2
/百万円 131.38

130.72以下
（△0.5％）

130.07以下
（△1.0％）

129.41以下
（△1.5％）

ℓ 30,877
30,723以下
（△0.5％）

30,568以下
（△1.0％）

30,414以下
（△1.5％）

ℓ 55,524
55,246以下
（△0.5％）

54,969以下
（△1.0％）

54,691以下
（△1.5％）

ｔ 0.23
0.229以下
（△0.5％）

0.228以下
（△1.0％）

0.226以下
（△1.5％）

ｔ 1.77
1.76以下

（△0.5％）
1.75以下

（△1.0％）
1.74以下

（△1.5％）

※ 電力排出量の排出係数は、令和2年度九州電力㈱調整後排出係数「0.479㎏-CO2/kWh」を使用

※ 備考：（　％）は、令和2年度を基準とした削減率

現
　
　
場

　二酸化炭素排出量の削減

　（1）ガソリン使用量の削減

　（2）軽油使用量の削減

事務所

一般廃棄物排出量の削減

　二酸化炭素排出量の削減
　（売上高　百万円当たり）

単位

　（3）灯油使用量の削減

469以下
（△1.5％）

事務所
現場

地域貢献活動 回/月 4 4 4 4

産業廃棄物排出量の削減

環境目標

事
務
所

　二酸化炭素排出量の削減

　（1）電気使用量の削減

　（2）ガソリン使用量の削減

現場 化学物質の適正管理 ―
使用する製品に含まれる化学物質の

把握と管理を行う

事務所 水使用量の削減 ｍ3 476
474以下

（△0.5％）
471以下

（△1.0％）

事務所
現場

グリーン製品の使用促進 ― グリーン製品の優先購入

現場 建設リサイクルの推進 ―
現場での分別を徹底し他の工事で

使用できる物を有効活用する

現場 環境に配慮した現場施工 ― 環境にやさしい低公害機械、器具使用の推進
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５．環境経営計画

1 エアコン設定温度を決め、実行する(夏28℃　冬20℃) 江頭

2 使用箇所だけ点灯し、未使用箇所の消灯確認 江頭

3 昼休みは消灯する（電灯・ﾊﾟｿｺﾝ等） 江頭

4 グリーンカーテンを活用し、冷房の使用を控える 江頭

1 社有車をエコカーへ切り替える 四宮

2 始業前点検を徹底し、故障等の対処を早めに行う 四宮

3 低騒音・低振動・低燃費の重機の使用 四宮

4 自動車・重機によるエコ運転の推進 四宮

1 お湯を流したまま使用しない 江頭

2 給湯温度の管理 江頭

1 廃棄物の分別を徹底する 江頭

2 ミスコピーの防止・裏紙使用の促進 江頭

3 使用済み封筒を再利用する 江頭

1 マニフェストの適正管理をする 田中

2 資材等を再利用し、長期有効活用する 田中

1 節水活動の推進 江頭

2 使用量の把握と管理を行う 江頭

1 毎週月曜日の朝礼前に周辺の清掃を全員で行う 江頭

2 環境の日（6/5）環境保全活動を行う 江頭

3 地域防災・防犯活動に参加する 江頭

1 グリーン購入の促進 横江 1 グリーン製品の優先購入 江頭

1 化学物質の適正管理 横江 1 使用する製品に含まれる化学物質の把握と管理を行う 堀川

1 建設リサイクルの推進 横江 1 現場での分別を徹底し、再利用できる物を有効活用する 田中

８．環境に配慮した現場施工

1 環境に配慮した現場施工 横江 1 環境にやさしい低公害機械、器具使用の推進 四宮

1 地域貢献活動 横江

取組目標 責任者

６．化学物質の適正管理

取組目標 責任者

責任者

７．建設リサイクルの推進

取組目標 責任者 活動項目 責任者

活動項目

責任者

５．グリーン購入の促進

取組目標 責任者 活動項目 責任者

活動項目

責任者活動項目

責任者

１．二酸化炭素排出量の削減

２．廃棄物排出量の削減

取組目標

1

取組目標

横江

横江

廃棄物排出量の削減1

４．地域貢献活動

取組目標 責任者

上水使用量の削減

３．水使用量の削減

1 横江

電気使用量の削減

取組目標

2 ガソリン・軽油使用量の削減

統括
責任者

3 灯油使用量の削減 横江

活動項目
統括

責任者

責任者

責任者

責任者

横江

横江

活動項目

活動項目
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６．環境経営目標の実績とその評価

【事務所及び現場】

目　　標 実　　績

㎏-CO2 20,646 20,543 18,026 114% ◎

ｋWｈ 24,102 23,981 23,296 103% 〇

ℓ 2,170 2,159 1,755 123% ◎

ℓ 895 891 915 97% △

㎏-CO2 217,172 216,086 178,647 121% ◎

㎏-CO2
/百万円

131.38 130.72 148.87 88% ×

ℓ 30,877 30,723 26,539 116% ◎

ℓ 55,524 55,246 44,131 125% ◎

ｔ 0.23 0.229 0.225 102% 〇

ｔ 1.77 1.76 3.56 49% ×

事務所 ｍ3 476 474 425 112% ◎

事務所
現場

回/月 4 4 4 100% 〇

事務所
現場

―
グリーン製品の

優先購入
グリーン製品の優

先購入
優先購入良好 ― ○

現場 ― 把握と管理 把握と管理 適正に管理 ― ○

現場 ― 分別と再利用 分別と再利用 分別、再利用良好 ― ○

現場 ―
低公害機械、

器具使用の推進
低公害機械、

器具使用の推進
低公害機械使用

良好
― ○

※ 電力排出量の排出係数は、令和2年度九州電力㈱調整後排出係数「0.479㎏-CO2/kWh」を使用

達成状況の判定　◎：達成率≧110％　　〇：110％＞達成率≧100％　　△：100％＞達成率≧95％　　×：達成率＜95％

目標
達成
判定

令和2年度
（基準年）
実　　績

環境経営目標 単位

事
務
所

　二酸化炭素排出量の削減

目　標
達成率

一般廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

事務所

産業廃棄物排出量の削減

令和3年度

　（1）電気使用量の削減

　（2）ガソリン使用量の削減

　（3）灯油使用量の削減

現
　
　
場

　二酸化炭素排出量の削減

　（1）ガソリン使用量の削減

　（2）軽油使用量の削減

　二酸化炭素排出量の削減
　（売上高　百万円当たり）

地域貢献活動

グリーン製品の使用促進

化学物質の適正管理

建設リサイクルの推進

環境に配慮した現場施工

６



 【二酸化炭素排出量割合】

軽油（現場）,

113.86ｔ, 58%

ガソリン（現場）, 

61.57ｔ, 31%

灯油（現場）,

3.22ｔ, 2%

本社等, 18.03ｔ, 9%

【全社の二酸化炭素排出量割合】

軽油（現場）

ガソリン（現場）

灯油（現場）

本社等

電力, 11.16ｔ, 

62%

ガソリン, 4.07ｔ, 22%

灯油, 2.28ｔ, 13%

ガス, 0.52ｔ, 3%

【本社等の二酸化炭素排出量割合】

電力

ガソリン

灯油

ガス
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【環境負荷データ推移表】

１．事務所負荷データ推移

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

【電気使用量推移表】

（事務所）
（ｋWｈ）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

【二酸化炭素排出量推移表】

（事務所）(㎏-

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

【ガソリン使用量推移表】

（事務所）（ℓ）

【排出係数】

電 気 0.483ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ

ガソリン 2.32ｋｇ-ＣＯ2/Ｌ

灯 油 2.49ｋｇ-ＣＯ2/Ｌ

Ｌ Ｐ Ｇ 3.00ｋｇ-ＣＯ2/ｋｇ
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【環境負荷データ推移表】

２．現場負荷データ推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

【ガソリン使用量推移表】

（現場）
（ℓ）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

【軽油使用量推移表】

（現場）（ℓ）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3

【二酸化炭素排出量推移表】

（現場）(㎏-CO2)

【排出係数】

ガソリン 2.32ｋｇ-ＣＯ2/Ｌ

軽 油 2.58ｋｇ-ＣＯ2/Ｌ

灯 油 2.49ｋｇ-ＣＯ2/Ｌ
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７．環境経営計画の取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営計画

（1）二酸化炭素排出量の削減

取組結果

1 △

2 ○

3 ○

4 ○

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

1 ○

2 ○

　

　【節電の取組状況】　　　　　　　

　【グリーンカーテン設置状況】　　　　　　　

節水の注意喚起を行いました。

※次年度も継続して活動に取組む。

お湯を流したまま使用しない

給湯温度の管理

電
力
削
減

燃
料
削
減

冬期のエアコン設定温度を守るのが
難しかった。

未使用箇所の消灯や昼休みの消灯確認
は良く実施されている。

グリーンカーテンの取組を行い冷房の使用を
控えることができました。

5月にエコカーへ1台入替を行いました。

始業前点検は良く実行されていました。

自動車・重機によるエコ運転の取組は
良く実行されていました。

取組項目 評価及び次年度取組内容

エアコン設定温度を決め、実行する(夏28℃　冬20℃)

使用箇所だけ点灯し、未使用箇所の消灯確認

昼休みは消灯する（電灯・ﾊﾟｿｺﾝ等）

グリーンカーテンを活用し、冷房の使用を控える

社有車をエコカーへ切り替える

始業前点検を徹底し、故障等の対処を早めに行う

低騒音・低振動・低燃費の重機の使用

自動車・重機によるエコ運転の推進
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（2）廃棄物排出量の削減

取組結果

1 ○

2 ○

3 ○

1 ○

2 ○

　【廃棄物の分別取組状況】 　　　【裏紙・封筒再利用状況】

（3）水使用量の削減

取組結果

1 ○

2 ○

　　　　【節水の取組状況】

取組項目 評価及び次年度取組内容

水使用量
の削減

節水活動の推進 取組活動は良く行われています。

次年度も継続して活動に取組む。使用量の把握と管理を行う

取組項目 評価及び次年度取組内容

一般
廃棄物
排出量
の削減

廃棄物の分別を徹底する 廃棄物の分別は良く行われています。

裏紙の使用、封筒の再利用は良く
行われています。

次年度も継続して活動に取組む。

現場は下請中心の為、廃棄物データは
収集できない。

ミスコピーの防止・裏紙使用の促進

使用済み封筒を再利用する

産業廃
棄物排
出量の
削減

マニフェストの適正管理をする

資材等を再利用し、長期有効活用する
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（4）地域貢献活動

取組結果

1 ○

2 ○

3 ○

【地域防災パトロール状況】

（5）グリーン購入の促進

取組結果

○

　【購入したリサイクル対象商品】

（6）化学物質の適正管理

○

（7）建設リサイクルの推進

○

（8）環境に配慮した現場施工

○

建設ﾘｻｲｸﾙ
の推進

現場での分別を徹底し、再利用できる物を
有効活用する

分別・再利用は良く行われていました。。
次年度も継続して活動に取組む。

環境に
配慮した
現場施工

環境にやさしい低公害機械、器具使用の推進
環境に配慮して機械の選定は良くなされている。
次年度も継続して活動に取組む。

グリーン
製品の

優先購入
グリーン製品の優先購入

グリーン製品を優先的に購入しています。
次年度も継続して活動に取組む。

化学物質の
適正管理

使用する製品に含まれる化学物質の
把握と管理を行う

適正に管理されていた。
次年度も継続して活動に取組む。

取組項目 評価及び次年度取組内容

【環境の日　清掃活動状況】　  

取組項目 評価及び次年度取組内容

地域防災・防犯活動に参加する

地域
貢献
活動

毎週月曜日の朝礼前に周辺の清掃を全員で行う
毎週清掃活動は良く行われている。

地域防災活動にも参加しています。

次年度も継続して活動に取組む。

環境の日(6/5)環境保全活動を行う
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

当社の事業活動において法的義務を受ける主な環境関連法規は次のとおりである

適用される法規制等 適用される事項（施設・物質・活動等）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 事業系一般廃棄物、産業廃棄物、適正処理

建設リサイクル法 廃棄物の抑制、再資源化に要する費用の削減

騒音規制法 規制基準の遵守

振動規制法 指定地域内の特定建設作業届出の遵守

大気汚染防止法 解体等工事に係る調査及び説明、作業基準の遵守

消防法 危険物の適正管理

フロン排出抑制法 第一種特定製品の簡易点検

労働安全衛生法（石綿障害予防規則） 労働者への危険有害性の調査、防止措置

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

１．環境への取組状況について

・ 環境経営目標は一部を除いて、概ね達成することが出来ました。
売上高減少により、二酸化炭素排出量の売上高当たりの目標値は達成できなかったが
環境への取組は全社員で良く行われており評価できると思います。

・ 地域貢献活動は、毎週の周辺地域清掃を継続しており、地域防災活動・防犯パトロールへも
継続して参加しております。

・ 全社員で環境活動に対し高い意識をもって行動出来るよう取り組みます。

２．見直しの必要性について

・ 環境経営方針については継続して取組んで行きます。

・ 環境経営目標・計画は、中長期計画を新たに令和2年度の実績を基準年として取り組み
変更の必要性は感じないため、継続していきます。

・ 環境経営システムは変更の必要性を感じないため、継続していきます。

１３


